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【科目】電気回路
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・3 年次
【担当教員】

荒川 達也

【授業目標・教育方針】
交流回路特有の電磁誘導結合、交流回路の周波数特性、共振回路、三相交流回路などを理解し、計算する能力を身に
つける。

【授業概要】
交流回路の記述には複素数がよく用いられます。複素数についてはまだ慣れていないことと思いますので、複素数の
扱いも丁寧に復習しながら進めていきます。

【教科書・教材・参考書 等】
西巻正郎、森武昭、荒井俊彦著、「電気回路の基礎」第２版、森北出版

【メッセージ】
質問はいつでも受け付けますから、わからない部分を残さないようにしてください。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：20%，期末試験：20%，レポート：10%
［後期］中間試験：20%，期末試験：20%，レポート：10%

【本校の学習・教育目標】
◎ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．

【授業計画】（授業名：電気回路）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回～第 3 回 ガイダンスと復習 ２年生の電気回路の復習と３年生の電気回路の概要。
第 4 回～第 8 回 電磁誘導結合回路 電磁誘導結合回路の一般論、相互インダクタンス。
第 9 回～第 13 回 変圧器結合回路 変圧器結合についての電圧、電流、電力などの計算

法。
第 12 回～第 15 回 交流回路の周波数特性 回路要素やそれらを組み合わせた回路の周波数に対す

る変化。
第 16 回～第 20 回 直列共振 インダクタンスとキャパシタンスを直列につないだ回

路の共振現象
第 21 回～第 25 回 並列共振 インダクタンスとキャパシタンスを並列につないだ回

路の共振現象。
第 26 回～第 30 回 対称三相交流回路 多相交流、対称三相交流。

- 1 -


